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研　究　開　発

JEF　利用のためのユーティリティ　　　　ーZ　について(暫定版)

(ユーザ定義文字の利用を中心として)

南　俊朗* ・国宗　真**

1.　はじめに.

昭和55年1 0月　JEF　システムが導入され　レ-ザプリンタ　　　　　を利用して日本語文章の出

力が可能となった.またレ-ザプリンタの特性を生かして,日本語だけでなく図版出力が　XYプロッタ

に代わるものとして利用され始めた.利用してみると,やはり日本人にとって,日本語が自由に印刷できる

ということは予想外に便利であり,生活に密着したものであることを強く感じている.約2年たった現在,

JEF利用　のユーザは加速度的に増加しつつあり,学会発表の予稿集,論文要旨,学会誌原稿のワードプ

ロセッサなどによる印刷の提出が認められるところも増えつつあるようである.

そのようなことが決められていなくても,論文原稿をJEF　を利用して作り上げておけは　常日頃

悪字になやまされているものにとって手書きの原稿よりはるかに読み易く,自分自身に取って原稿内容の吟

味が非常にやり易くなる.また友人や指導者による原稿の推敵も依頼し易くなる.その結果の原稿の訂正

挿入,削除,位置の入れ換えなど,どんなに多数の訂正個所があっても,わずかな手間で,全体を作り直す

ことができ,その結果を整然とした形で直ちに打ち出すことができる.繰り返し訂正することもきわめて容

易であり,繰り返し繰り返し読みなおし訂正することにより洗練された原稿を作り上げることができる.

出来上がりの原稿は場合によってはそのまま写真版として印刷に回すこともできる.そうでなくとも印

刷屋側からみて紛らわしさがなく読み易い原稿として喜ばれる.私たちもこの2年間JEF　をよく利用

してきた者であり,富士通の作成した　JEF　の優れた面,不十分な面を色々と感じている.用意されて

いる文字は　J IS第1水準文字　　　第2水準文字,拡張文字と　合計　　　　　字　である.漢字

に関していえは　今までの経験で必要な漢字が準備されていないということは一度もなかった.従って文科

系の人が,文葺を作るときの満足度は極めて高いものであろう.ところが私たち理科系のものが利用しよう

すれば　種々の記号,数式,添字,色々の字体のローマ字が必要となってくる.ところが　JEF　の記号

はこの点極めて不十分である.文字としてローマ字,ギリシャ文字,ロシャ文字の大文字,小文字が用意さ

れている.ロシャ文字まで用意されているのにドイツ語に必要なウムラウトや,フランス語に必要なアクサ

ンなどの用意がなされていない. 9ポイントの場合,大文字のピッチ詰めはできるが,小文字ではできない.

ロ-マ字では普通の字体　　　　　　　　はあるが,イタTJック　　　　　　　　　ゴシック

C) ,イタリックのゴシック　　　　　　　　などがない.また添字など含んだ記号

GJ　鞄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ Y'す　十　音J行　JE　厚

Ⅹ九州大学理学部数学教室, xx福岡女子大学家政学部

ほ

の暗のつもりである.

この論文は　JEF　による原稿を写真版にしたものである.
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faヲ(ご　　　ま　　　　岩

など数限りなく新しい記号が必要である.

そのためにユーザ定義文字という方法が導入されているが,残念なことに,その利用の仕方については

富士通のマニュアルに一応書いてあるとはいうものの　　　　　　グラフ・図形出力　　　　　　§ 6.6

図形スプールデータ　　　素人には解かり難く適当な解説苗も出されていない.私たちは自分たちの必要か

ら,このユーザ定義文字を大幅に取り入れる必要が生じ,以下に述べるコマンドプロシジャーなどの開発を

行った.

上記の記号のうちのかなりの部分は汎用性のあるもので,誰かが登録して,すべての人が自由に利用で

きるようにすることが望ましい.私たちはこのことを心がけて努力し始めたのであるが,他の仕事の合間に

つくるとなるとなかなか思うように進まず,現在まだ中途半端の状態である.しかしその反面,私たちの周

辺で柁,このような記号の利用を希望される方がかなりおられるので,そのつど説明して利用してもらって

いた.私たちの直接知らない人達に取ってもかなり役に立ちうると思うので,中途半端のままであるが,紘

るべく早く一般の利用のため提供しようと思い,この暫定版を出すことにした.

いくつが酎指したコマンドについて説明していく.この一連のコマンドとしての統一性を持たせるため

第1文字にJ　を冠した(日本語の意味でもある).また暫定版を示すため末尾に　Z　を付した.

なお詳しくはコマンド　　　　　　の出力する説明を参照されたい.またコマンド　　　　　　の指

示に従ってコマンドを利用することもできる. (説明などは主に日本語で出力されるため,漢字始末を使用

のこと.)

この論文は九大大型計算機センターのライブラリ開発課題として開発中のものである.

2.　概説.

2. 1　コマンド

日本語保存データセットを文葺の形で　NLP　出力するセンター開発のコマンド4)に　　　　　が

あるが,これと対応するのが　　　　　　である　　　　　　と同一の目的に使用できるが,それに付け

加わる機能をあげる.

①　　　　　　では出力の際に,目的のプリント以外に,システムメッセージが並行して出される.こ

れは利用者に取って無益で煩わしいだけのものである. (出力ターンテーブルの混雑を助長している.)

ではこのようなことはない.

②　　　　　　におけるコビ-は出力ページ　n　ページに対して, +1ページが付加される.従っ

て1郎1ページ　の表などを　50部　必要とするとき,無駄紙が　50ページ　問にはさまり　100

ペ-ジ　の出力となる.無駄であると同時に全部を切り離す手間が2倍かかることになる　　　　　　　に

よるコピ-は　　　　の指定でよく,無駄な紙は間にはさまらない.

(診　　オペランドに　エF27　あるいは　工427　を追加することにより,かなり制限された形では

あるが,ターミナル室にあるハードコピー装置に出力することができる　　　　　　ではできない.　　N

LP　が使えない時間帯に,デバッグ用に結果を少しでも知りたいときには役にたつものである.

④　　ユーザ定義文字を利用した出力が可能である(これが本開発の最大の眼目であるが,これにはか

なり詳しい説明が必要であり,あとで少しずつ述べる).
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2. 2　コマンド　」

私たちがつくった　「J IS第1水準文字1 6進表示一覧」, 「J I S第2水準文字1 6進表示一覧」,

「日本語用ディスプレイ　　　　　キーボード配置図」, 「この原稿の内容」,補助マクロライブラリ

′　　　　　　補助バク-ンファイル　　　　　　　などを出力することができる.その一

部を　第1図　に示す.

現在　　　　　　　　　　　の文字の16進コ-ド　を探し出すにはマニュアル　「

JEF　文字コード索引辞書」 2)と　「　　　　　　　　　漢字コード系」 3)がある.それぞれ特徴の違

いがあり,実際に利用するときこの両冊子を絶えず携帯することは一般的でない.広報1 3-45)に

J I S第1水準文字　　　　第2水準文字　の一覧表があって,非常に便利でありよく利用されている.

(これを持っている人もだんだん減ってくるであろう　　　　進コ-ドを調べる際にこの一覧表より見やす

い一覧表を作ったので提供する.

また　「JIS第1水準文字16遊表示一覧」, 「JI S第2水準文字16進表示一覧」　はマクロラ

イブラリにも登録されているので,端末機画面上でこの一覧表を見ることもできる.

2. 3　コマンド　　　　TZ

日本語保存データセットをそのままの形　　　　　形式)で印刷するもので,センター開発の4)

NL工ST　または　NST工　　　　　に相当する　　　　工ST　は　12ポイント　で印刷される. NST

王NGYは　9ポイント　あるいは12ポイント　の2段組で出力される　　　　　　　　では　9ポイン

ト　で出力される.ユーザ定義文字を利用したデータセットも出力できる.

0123　4567　89AB CDEF

AIA　　　　　　　　　　;?!' '

・ ,'ゝゝ′,仝々′0　---/

第-水車文字1 6】皇表示一覧表(その　　　　　　年1 2月1 5日Er)刷

0123　4567　89AB CDEF

キj'ゥ　　　　BOA　　　亜哩は　阿衰夏扶　娼追貢義　絶驚提′雇

BOB　　旭茸芦iき　捕圧阜i放　免岨虹ib　職主軸或

B〔〕C　　乗に安庵　拝唱賢rtl　鞍否Lj伊　位依L&囲

BOD　　夷垂威別　惟菅QJ毘　持ち畏異　移相は胃

AIC　＼　　　　　　　　　　　　　　　】

抄「」　　　　　　　±x

≠<　>≦≧p　∴♂♀'　′"℃¥

£　　　　斗◎　§☆★　　　◇

A2A　　　◆[コ■　△▲▽▼　　〒一一11=

A3B O123　4567　8g

)　　　　　　　　　　　　　　　ロIl?大

A3D PQRS TUVW XYZ

ローマ小

A3F pq rs luvw xyz

Å4A Aあー.い)うぇ　えもおか　が毒ざく　　ヒラガナ

A4B　　ぐりげこ　ごさざし　じすすせ　ぜそぞた

ちぢっ　つづてで　ととなに　ぬ43のは

A4D　　ばばひび　ぴふぷぷ　-ベベは　はばtみ

A4E　　むめもf'やゆゆ▲　よらりる　れろゎわ

A4F　　ゐ且をん

Oj_旦旦　45

7ィ　イゥウェ　エオ*カ　がヰギク　　カタカナ

A5B　　グケゲコ　ゴサザン　ザスズセ　セソIJ-ク

A5C　　ダナチソ　ツ'/テデトドナユ　メネノハ

A5D　　パJtヒビ　t'フププ　ヘベplホ　ホポマミ

A5E　　⊥メモt・ヤユユヨ　ヨラリル　レ12ウワ

A q　　　　　て可
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第1図.　第1水準文字一覧の一郎.
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2. 4　補助パターンファイル　　　　　　の利用.

種々の日本語文章作成の過程で私たちは多数のパターンを必要としたので,その機に応じていくつもの

バク-ンを作成していった.そのなかには汎用性があって,多くの人が必要とするパターンとそうでないパ

ターンが混在している.付録第2表　にJPATIZ　というファイルに収めたパターンとその16進コ

ード　の一部を示す. (文字の大きさは　9ポイント用　に作成したもので, 12ポイント用　として使う

ためには多少手を加える必要があるがまだ行なっていない.)ここで示した1 6進コード　は一義的でな

い.その理由はパターンファイルの利用の際に数個のパターンファイルを結合して使うことができるからで

ある.これらを配置した順にユーザ定義文字の16進コード　は　　　.　　.・ ・ ・とわりつけ

られて行くので,その並べ方により同一パターンに対するコードが違ってくる.

なお　　　　　　はレコード長　34バイト　であるから,これを各自が必要とするパターンファイ

ルと結合して利用するつもりであれば,それもやはりレコ-ド長　34バイト　とすべきであろう.多数の

パターンを収容するには膨大な記憶領域を必要とする.固定長データセットの標準は　8 0バイト　である

が記憶領域を節約するために　34バイト　を選んだ

1文字または1つの記号は　32行×3 2列　の平面上のドットの集合で表わされる.実際のパターン

に関係するのはこの　32×32　の周辺部を除いた　30×30　であり,第1列は　9ポイント　から

1 2ポイント　を作り出すための情報が入っている(広報1 3-　　　　　参照　　　ここで利用するパ

ターンファイルでは,バク-ン作成の便宜のため上端の行と右端の列にその座標を示すための数字をつけて

いるので,ファイル中では1つのパターンに　33行×34列　が必要となっている.このデータセットは

行番号なしであるから, ED工丁　の際に　NON〕M指定　が必要である.

2.5　補助マクロライブラリ　　　　　　′　　　　　　の利用.

日本語ファイルにユーザ定義文字を組み込むためには　　　工Tモード　で文章を入力していく際に,

別に準備されたパターンファイルの中から必要なパターンを,それに対応する　1 6進コード　で書き込ま

ねばならない.このこと自体がかなり煩わしいことであるが,そのとき　1 6進コード　を暗記しておくな

ど不可能事である.この困難を救う手段としてマクロライブラリの利用がある.文字パターンに対応したマ

クロ名(英数字4文字以内)を覚えやすい形につくって置けば, 1 6進コード　を全然知らなくても,入力

していく事ができる. (慣れさえすればマクロ名の利用の効率は1 6進コードと比べて十数倍となろう.)

そのためにパターンファイル　　　　　　に対応したマクロライブラリ　　　　　　を作成した.マク

ロ名として登録したもののうちには　　　　　　と関係のないものも含まれている. (例えば富士通提供

の文字記号のうち, ( [ ±　-　〒　などの特殊記号はマクロライブラリに登録しておかなければ

1 6進コード　で入力しなければならなし.、.)利用者は　　　　　を直接利用する事もできるが,これ

を自分のファイルにコピ-して置けば,マクロライプラT)-として追加,削除も自由である

の一覧を　付録第3表　に示す　　　　　　のマクロ名は長期間にわたって随意に追加して作り上げたも

ので.不統一をまぬがれない.このマクロ名の命名に関する多少の規則性を　第1表　で例をあげて示す.

大部分は説明なしで見当がつくと思うが説明が必要と思うものについては注をつけた.利用した文字はJ I

S第1水準文字　　　第2水準文字,拡張文字,ユーザ定義文字からなりたっている.

JEF　を利用し始めた人達が最初最も多く利用するのが,人名簿,住所録の作成であろう.ところが
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第1表の注

①　　ローマ字のイタリック,ゴシック,イタT)ックのゴシックを示すために,第1文字をそれぞれI,

G, H　とした.また大文字,小文字の区別のため第2文字を　L S　とした.この　L, S　の使い分

けは他の場合もかなり利用している.第3文字はローマ字の記号そのものである.

複合文字として利用する場合は,イタリック体のときは　単に　　　　　　などを用いる.

②　ギリシャ文字は,大文字は先頭に　M,小文字は　N　をつけ,あとは呼び名に近いつづりでマク

ロ名をつくった.なお小文字の場合は先頭の　N　のないものも利用できる.

複合文字のときは適当な短縮語を用いるー

⑨　　一般記号.

矢印　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の意味で　　　　　　　　　など

と名前をつけた.

⑮　罫線記号には頭に　K　をつけた.そのむきの上下左右に対応して　　　　　　　　をつけ,角度

の位置を示すためには東西南北の意味で　　　　　　　　　を利用した.

第2図　のようなフローチャートを書く事もできる.そのためには　K　で始まる罫線シリーズ,

IF　で始まる　IF文シリーズ, EN　で始まる円弧シリーズなどを用いる.

⑰　その他.

マクロ名は先頭に数字が認められないので,先頭に数字　　　　　　　　　　がくる時には

の意味で　　　　　　　　　　をつけた.また根号

には　R,除算には　B　をつけた.

カナ漢字変換辞書は人名地名を探し出すのにほとんど役にたたないようである.姓や地名の方はその漢字を

含む熟語を打ち出すことによりなんとか処理できることが多いが,姓と名のうちの名には,名前特有の漢字

が多くて,熟語もなかなか見当らず苦労することが多い.著者のうちの一人は職業柄女性の名前を中心にし

てマクロライブラリ　　　　　　　をつくったので提供する.このマクロライブラリを転写し,自分に関係

の深い(たとえば所属研究室の)人達の名前と住所などをマクロ名として加えて置けば便利のよいこととな

ろう.

2. 6　コマンド

コマンド　　　　TZ　を用いてマクロライブラリの内容を出力することができる.省略値は　LP用

紙1枚4段組　であるが,指定により　1段組～10段組　とすることもできる.

2. 7　コマンド

オペランドで指定されたバク-ンファイルに収められたユーザ定義文字を出力するためのコマンドであ

る.指定により定義文字の一覧表を1 6進コード　と対応させて出すことができる.また別の指定により,

指定した文字パターンの明細(ドットパターン)を　LP用紙1ページ　に　6文字　ずつ出力することが
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できる.

2. 8　コマンド

すでにつくられた文字パターンの一部を別のデータセットにコピーするためのコマンドである.ユ-ザ

定義文字のパターンをあらたに作成する際便利なように,枠組みを追加することもできる.

2. 9　コマンド

すでにつくったパターンから適当な2個を取り出しその位置を適当にずらしながら合成するコマンドで

ある.

コマンド

JT　　　　は登録されている各コマンド名および補助ファイル名の一覧表を出す.また各コマンド名

および補助ファイル名の指定により,コマンドの機能,構文,オペランドなどについての説明を行う.

コマンド

は各コマンドを実行する際に,その名前や内容に不安があるとき,指示を与えるコマンドで

ある.まず　　　　　　を入力すると,コマンド一覧が出力される.目的のコマンド名を入力すると,次々

とオペランド名が出力され　それに応じて答を入力していけば,このコマンドが実行される.

パターンファイルの作り方

で述べたようにパターンファイル用のデータセットはパターンファイル　　　　　　　との

併用を考えればレコード長　34バイト　が好適である.パターンの例を　第3図　に示す.バク-ンファ

イル用データセットにおいて1パターン　は　33行×34列　を占める.第1行　と　第33-34列

はドットバク-ンの座標を示すためのものである.パターンの定義としては　32×32　の中に収まって

いるが,前に述べた様に周辺の部分(第1行,第32行,第1列,第32列)を除いた　30×30　で実

際のパターンを構成する.第3図　ではビットのマークとして　*　を利用しているが,空自以外のどのよ

うな記号(文字)を使ってもよい.第1列は　9ポイント　をもとにして12ポイント　をつくるための

情報を入れる場所で　30行　のうちの適当は　8行　にマーク(たとえば　* )を入れる.このように

しておくと, 1 2ポイント　指定の際に　　　　　はその行を2度繰り返して利用し,結果として　40行

×4 0列(上端と下端に計2行の空白をつくる.横軸は時間軸として一様に引き伸ばされる)を打ち出すこ

ととなる.

ii)　パターン作表の仕方について述べる.つぎの幾通りかのやり方が考えられよう.

× 3 0　のパターン地に自分でパターンを直接作成する.

B.　他でつくられたパターンをそのまま移して利用する.

C.　B　のパターンを加工変形する.

D.　他でつくられたパターンの任意の2個を取り出し,その位置を適当にずらしてから合成する.

E.　D　のパターンを加工変形する.
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パターンファイル作成の際に,自分の必要とするパターンを一挙に作ってしまうことはむしろまれ

で,必要に応じて次々と追加して行くこととなろう.従って,この際とくに注意しておきたいことは,自分

の不注意から,せっかくそれまで苦心してつくってきたファイルをあっという間に消してしまう危険性であ

る.それを避けるためには,作業開始前に必ず予備をとっておくことである-.自分のパターンファイルの名

前を仮に　PAT　　　　　　として説明を進めていこう.予備をつくる方法として　　　　　モード　で

COPY PAT2.DATA PAT2Y.DATA

あるいは　　　　　　　　　の　ED工Tモード　で

SAVE PAT2Y.DATA

とすればよい.または　　　　　モード　で

HBACK PAT2.DATA

として　MSS　に保存しておくのもよい方法である.

iv)　自分でパターンをつくる時(ii-A) ,パターン枠は最初からあった方が便利である.そのために

はコマンド

JPCPYZ pdsn WAK C(n)

により　n文字　相当分の枠組み(第3図参照)を新しいパターンファイル用データセットにつくる,ある

12345678901234567890123456789012

*********************
*　　　　　　　　　　　**

**　　　　　　　　******

**　　　　　　**

*　　　　　　　　　**　　　　　　**
**　　　　　　　**

**

**

**
**

**　　　**

*　　**　　**

*　　**

**

*

*

*

*

*

**

****

**

**
**

**

**　　　　　　　**
*******

***************************

**

**

*****
**

**

**

**

**
**

**

**

**

**

***********

第3図　ドットバク-ンの例
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利用のためのユーティリティ　　　　　について(暫定版)

いはすでにあるパターンファイル用デ-タセットの最後尾に追加する事ができる.省略値は　　　　　で

ある.

V)　すでにつくられた他のパターン利用　　　　　　-C)についても　　　　　　を利用する.こ

れにより他のファイル中の任意のパターンを何個でも自分のパターンに移すことができる.

vi)　すでにつくられた2個のパターンより新しいパターンを合成するには　2.9　に述べた

を利用する.これによりファイル　A　の　nl番目　のパターンとファイル　B　の　n2

番目　のパターンを移動合成してファイル　C　の最後尾に書き込む事ができる.

2個でなくただ1個のパターンの位置をずらす(例:上つきの文字より下つきの文字をつくる)ことも

可能である.

3.　コマンドの異体的説明

以下コマンドの具体的説明を行う.なおコマンド一覧を　付録第1表　に掲げる.また

で説明したように,コマンド　　　　　　　により　　　　　　に属するコマンドなどの内容を

知ることができ,コマンド　　　　　　を使ってそれらのコマンドの実行を容易にすることができる.

JTEACH

を入れることによりコマンドの一覧が出される.

JTEACH コマンド名など

を入れることによりそのコマンドの詳しい説明をえることができる.また

JUMPZ

を入れることにより,端末に出される指示に従って応答することによりそのコマンドの実行が可能となる.

センター開発のコマンド　　　　　　　のオペランドと共通のものがいくつもあるので,まずそれらに

関する説明をみて理解しておかれることを希望する.まず主なオペランドについてここにまとめて説明する.

日本語保存データセット

利用するパターンファイル.複数個のパターンファイルを連結して用いる

ことができる.これを省略するとパターンファイルの部分は1 6進コードで表示される.

例1.　日分のファイル　　　　　　　　　を利用するとき.

PFくPAT

例2.　補助パターンファイル　　　　　　　を利用するとき.

PF(JPATIZ)

例3.　他の人のファイルを利用するとき.
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PF(I日　　　　　　　　　　　　　日l)

例4.　日分のファイルを2個連結して利用するとき.

PF(I I)

例5.　補助パターンファイル　　　　　　　と自分のファイルを連結利用.

PF(IJ I)

例6.　他の人のファイルと自分のファイルを連結利用.

PF(=I I

例7.　他の人のファイルを連結利用

PF(t=　　　　　　　　　　　　　Il　日　　　　　　　　　　　　　　日I)

工　　　　　　　　　　　　　　　　　　として　　　　文　などを端末機より,またはデータセッ

ト　　　　　　より入れる.

t　　　　　　　　　　　　　として出力クラスの指定. K　は　カナ文字付NLP

指定, S　は　英小文字付NLP　指定　0　は両者のいずれかの指定となる.普通は標準の

0　で良いが　　　　　はその時の状況により,印字結果の濃度がかなり違っていたり,紙面

が汚れていたりする.写夷版の原稿などきれいな物がほしいとき, K　または　S　で選択す

ることができる.

図版データセットを指定する.

コピーの部数を指定する.出力するデータが多かったり,ユーザ定義文

字(バク-ン)が過大の時には, n　の指定に対して.それより少ない部数　nlで打ち切ら

れることがある.そのときは　　　　　　　　くn2 )とすれば　nl Xn2　部が出力さ

れる.

段数を指定する時いれる.

工　　　工　　　　　　　ターミナル室の-ードコピー装置に出力したいとき　工F27　または

工427　を指定する.指定しなければ　　　　　　　の扱いとして　NLP　に出力される.

--ドコピー出力は, -ードコピー装置の能力に限定された出力しかできない.たとえばパタ

ーンの出力は不可能である.従って　PF　の指定は無意味で,パターンファイルを利用した

部分や拡張文字の部分は,ディスプレイ端末画面上と同様に1 6進コ-ド　で出力される.

また　12ポイント　相当の出力に限定されるので1行　は　68文字　以内である.もし

それを超す様なものであれは　折れ曲がって出力される.また文章中の空自の間隔と文字の間

隔が異なっているので, 1ページ2段組　や,表の時など不揃いが生ずるので注意を要する.

NLP　出力時間外のテキスト編集としては利用できる.

コマンドの内容の説明が付け加わる.

コマンドのオペランドについての指示を与えて,コマンドの実行を容易にする.

または
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コマンド名 いくつかのオペランド

の形で用いる.

i)　コマンド」

J FORMZ
工　　　　　　　　　　　　　く0I

Cくn)　Zく　　　　　　　工　　　　も

日本語保存デ-クセット　　　　　を文章の形で　NLP　に出力する.パターンファイルを利用して出力

することができる.

図版出力とパターンファイルを併用するときは　SYS工N　の　　　　文　で　MCD　パラメ-タを用

いて図版の利用領域を指定し,ユーザパターンのコ-ド領域と重ならないようにしなければならない.

簡単な例:

JFORMZ jdsn PF(pdsn)

で　NLP　へ出力される.パターンファイルを必要としないときはさらに簡単である.

JFORMZ j dsn

ii)　　コマンド　JSLSTZ

JSLSTZ
J工SI J工

×

これは私たちが用意した補助ファイルの1群をリストするコマンドである. JエSl′JエS2′　　　′

・ ・ ・′　　　　　　の指定によりそれぞれ　「JI S第1水準文字16進表示一覧」, 「JI S第2水準

文字1 6進表示一覧」, 「日本語ディスプレイ　　　　　キーボード配置図」,　標準マクロライプラIJ-

補助バク-ンファイル　　　　　　　「この原稿の内容」,およびJU

MP-Z　のコマンド一覧　　　　　　を出力することができる. JエSl′J工S2′・ ・ ・′　　　　　のう

ちから1個以上を指定する.

HEX l.マクロライブラリー　　　　　　　についてこのオペランドを指定すると16進コード

で出力される.

なお　「JIS第1水準文字16進表示一覧」, 「JIS第2水準文字16進表示一覧」　はマクロラ

イプラT)としても登録されているので端末機画面上で見ることができる.そのためには　NED工Tモ-ド

でマクロライブラリを呼び出してながめればよい.マクロライブラリ名は　　Lエ　　」エ　　　工B.

JMJ工SZ　である.たとえは　あらかじめ

NE jdsn M(.LIB.JMJISIT)

あるいは　NED工Tモード　において

IL工　　　　工SII)
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と入力しておき,さらに

あるいは　　　　　　　　　マクロ名

とすれば　Lエ　　　　工Sl　の内容を知ることができる　　　エSIノ JMJ工S2　においては16

進コード4桁　のうちの　先頭3桁　をマクロ名として採用しており,そのマクロ名に属する　16個　の

文字が一行に表示される.なおこの場合16進コード　の順序(0′1′2′・ ・ ・′9′A′B′C′D′E′

F)と,マクロ名の順序(A′B′C′・ ・ ・′Zノ0′1′　　　　　と順序が違うため. 16進表示　として

の順序に逆転が起こるのは避けられない.第1水準のときは　F工ND　コマンドでIK/　　/I　とす

ればI克I　を含む行が, IK!HAエ/Iとすればl俳t　を含む行などが出力される.第2水準では

F工ND　コマンドでIK/　　　/I　とすればI札I　を含む行が,  IK/　　　エ/I　とすれば

T扮l　を含む行などが表示される.また日本語用端末機においては,第1水準文字,第2水準文字計

文字中,使用紐皮の高い　約　　　　文字　は常駐しているが,他の文字は要求に応じてパター

ンフロッピーからロードして使用される.このときその文字の数は　6 4文字　以内に限られているので,

1画面中　64文字　を超すとき,その超した分は　巳　の　マークで置き換えられる.従ってこのときは

適当なマクロ名を入れるか　　　　　　　　　のシフトを上手に行うことにより目的の文字を出すことがで

きる. (一般の場合画面上で拡張文字やユーザ定義文字などは1 6進コード　で出力される.)第2水準

文字を表示するJMJ工S2　においては,日　のマークがあまり沢山出ないようにするため,空白行を適

当に挿入している.

コマンド

JNLSTZ
jdsn PF(pdsn) D(dan) OUT(OIKIS)

C(a)　TEACH HELP

これは日本語保存データセットの内容をそのまま(制御コードつきのまま)出力するものである.センター

開発の　　　エST′　NST工　　　　に相当する.

出力形式としての段数指定である.省略値は　2　であり　　　　　　　を選ぶこ

とができる.

簡単な例(2段組で　NLP　へ出力する場合) :

JNLSTZ jdsn

iv)　コマンド

JMLSTZ
mdsn PF(pdsn) D(dan) OUT(OIKIS)

C(n)　TEACH HELP

これはマクロライブラリの内容を出力するものである.

出力形式としての段数指定である.省略値は　4　であり　　　　　　　　　を選

ぶことができる.
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簡単な例(4段組で　NLP　へ出力される.) :

JMLSTZ mdsn

V)　コマンド

このコマンドには　　　　モ-ド　と　DOTモード　の2種類がある.

モード　の場合.

JPLSTZ
pdsn CHAR FROM(ml ) TO(m2 ) OUT(OIKIS)

工TLEくI

これはパターンファイルの一覧を出すコマンドである.

く　　　　　く　　　　　パターンファイルの一郎を出したいときその範囲を指定する.範囲

の指定の仕方は一寸複雑である.それぞれのパターンは1 6進コード　で表わされる(例

その先頭の2文字(例　80)を共通に持つ文字は　　　　　　　　　の　94文

字　である　　　　　　　はそれぞれ16進コ-ド　の　先頭2文字　を表わす.従って

く80)　と書けば　　　　　　　　　の　94文字　のパターンの一覧

が出力され　　　　　　　　　　く85)とすれば　　　　　　　　　の　94×

文字のパターンが出力される　　　　　　　を省略すれば全パターンの一覧表が出力される.

T工　　It i tゼ　　　　　　　　　te　に自分の好きなタイトルを入れて出力することがで

きる.

DOTモード　の場合.

JPLSTZ pdsn DOT C(n) TEACH HELP

これはパターンファイル中の定義文字(パターン)の明細(ドットパターン)を出力するコマンドである.

このコマンドを入力すると促進記号が出される.そこでたとえば

80A1　80A5-82AF　80A5　80BB

のように入れると指定したバク-ンファイルの　　　　　第1文字)と　　　　′　　　′・ ・ ・′82A

E′　　　　と　　　　′　　　　が出力の対象となる.さらに促進記号が出されるので,次々とたとえば

81A1　81AA-81FE

のように入力を続けて行くことができる.終了したいときは促進記号が出ている段階で/*　を入れれば

よい.

簡単な例:

JPLSTZ PAT2.DATA

vi)　コマンド
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JPCPYZ p2dsn PF(pldsn) TEACH HELP

これはパターンファイル　　　　　　にある任意のパターンをパターンファイル　　　　　　の最後尾

に書き込むコマンドである　　　　　　が初めての名前であればその名前のファイルをつくってコピーす

る.このコマンドを入力すると,前述の　　　　　　　　　　　　　　　　　と同じ促進記号が出されるの

で同じやり方でパターンの1 6進コード　を書いていけばよい.また

JPCPYZ p2dsn UAK C(n)

とすれば　　　　　　の最後尾に,パターン作成用の枠が　n　文字分追加される　　　　　を省略する

と　　　　　　となる.

コマンド

JPSYNZ pldsn p2dsnl*　p3dsnl*l**　TEACH HELP

これは　　　　　　にあるパターンと　　　　　　にあるパターンの位置を適当にずらしながら合成し

の最後尾に追加するコマンドである.第2オペランドまたは第3オペランドに　*　を指定し

たときはそのデータセットが　　　　　　であることを意味し,第3オペランド　に　**　を指定した

ときはそのデータセットが　　　　　　であることを意味する.コマンド　　　　　　を入れると促進の

メッセージとして

Nl′N)く1′NYl′N2′NX2′　　　　　エ　　　　　∪　　　　工

が出される.ここで　Nl　は第1のパターンファイルの中から取り出したいパターンの順序番号である.

最初から数えて何番目かを示すものである　　　′NYl　はそのパターンをずらす座標を与えるものであ

る.パターンは前に説明したように　30行×30列　からなっているので, NXl　は左右にずらす値

ト29≦NXl≦29)を与え　　　　は上下にずらす値　ト29≦NYl≦29)を示す

は右ずらし　　　　　　は下ずらしに対応する. N2′NX2′NY2　も第2のパターンについて同様な意

味を持っている. 3 0×3 0　の範囲からはみだした部分の情報は失われる.促進メッセ-ジを受けたとき

例えば

30 15　0　18　-10　-6

を入力すれば　　　　　　の　30番目　のパターンを右に15ドット　ずらし　　　　　　の　18

番目　のパターンを左に10ドット,上に　6ドット　ずらして重ね　　　　　　の最後尾に書き込む

こととなる.一つの作業がすめばまた促進が行われるので,次々と何個でも作成することができる.絡了の

ときは/*　を入れればよい.一つのパターンの位置をずらすだけの時は促進の時片方の情報に　0　を

入れる.たとえば

30　15　0　0　0　0

あるいは
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0　0　0 18　-10　-6

のように入力すればよい.チ-タの入力はfJスト入力であるから, 6個の数字を空自で区切るだけでよい.

簡単な例:

JPSYNZ pldsn p2dsn p3dsn

4.　今後の計画と,九大センターならびに富士通への要望.

最初に述べた様にこの作業はまだ途中段階である.今後の作業の課題として以下のことを考えている.

またユーザ側の努力だけでなく,富士通側にも積極的に改善してもらいたいことも含まれよう.

これを利用しようとされる方々の要望,改善意見があればどしどしお知らせ頂きたい.

(ヨ　パターンファイルはレコード長　34　バイト,ブロックサイズ　　　　　　を使っており, 1文字

には　33行　が必要であるので, 1文字に　34×　　　　　　　　バイトが必要となる.現在

1Z　に　約650個　のパターンを入れているがそのためには　約　　　　　　の記憶を必要とする.こ

れはかなり無駄なやり方である.現在の1ドット1バイト　のやり方(バイトパターン)を1ドット1

ビット　のやり方(ビットパターン)に改めれば　デ-タセットの大きさは大雑把にいって　約1/8　で

すむ事になる. (これに関する作業(下記の②①丑を含む)は一応出来上がっており,チェックの段階であ

る.)

②　このようにしてビットパターンを利用しようとすれば,画面でつくるドットパターンをビットパター

ンに変換したり,その道の変換をするためのプログラムが必要となる.

③　汎用性のあるドットパターンの収納場所を工夫して,一般のユーザ定義領域と重ならないようにすべ

きであろう.

④　ドットパターンに対応する　1 6進コード　の定め方を変更する.現在はドットパターンの第1文字

から　　　　′　　　′ ・ ・ ・　と割り当てているが,すべての空き領域を使えることが望ましい.

⑤　汎用性のあるトットパターンの内容を豊富にすること.ドイツ文字,フランス文字をつくること.下

つき上つきの記号をととのえること.現在　9ポイント用　につくってあるが, 12ポイント仕様　もでき

るようにすること.

⑥　「拡張文字16進コード表示一覧」をつくること. (第1水準,第2水準にJ工Sl′JエS2　の

名前をつけたのでその流れとして名前としては　　　　　端末用としてはJMJエS3)と名づける予定で

ある.)

⑦　現在のローマ字のピッチ詰めは大文字だけに限られていて小文字ではできない.英小文字を含む文章

の間伸び加減は耐えがたい程不愉快なものである. (日本語論文中の　　　　　　　　の場合など.)こ

のことはきわめて不都合である　　　　　にカナ文字用と英小文字用とがある現在,富士通がやろうとすれ

ば小文字のピッチ詰めも可能なはずである.またピッチ詰めのローマ字がゴシック体で出てくるのも場合に

よって不都合である.本当はゴシック体とローマン体の両方があって,自由に選択できることこそ望ましい.

⑧ JEF　では日本語は横書きであるが, LP用紙に対する向きは決まっている. LP用紙に対し直角

に回転させた槙苫きも場合によっては必要である.特に表の場合縦横の項目の数,長さの関係で必要を感ず

ることがある.

⑨　日本語の文章の縦書きの編集も必要である.

⑲　日本語の最も大きな欠点の一つとして地名や人名でまともに読めないのがあるのが当り前であるから,
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難しい熟語,地名,人名などに送り仮名をつけるやり方(ルビつき)もあったがよいであろう.

⑫　文章の中に図版を組み込むことができるが,図版として, i　写実, ii　他の印刷物の一部(グラ

フ,患　地図など). i止　手書きの原鼠　図,カット　などを組み込めるようにしてほしい. (名大計算機

センターでは開発されている.)

⑫ ∫ EFにおける作表機能では単純な縦罫と横罫から成り立つ表しかつくれない.罫線記号を直接利用

すれば複雑な表をつくることがで書るが,かなり手間のかかることである.もっと便利な扱能が必要である.

(マイコン.パソコンの方が整備されている.)

⑬　ATF　ではかなり複雑な記号や数式が自由に表現できる.この　ATF　のやり方を導入したり.

ATF　と筒単に結合できる方式をつくってもらいたい.

⑭　図版組み込みについても,ユーザにとって利用しやすい手段の開発を考慮中である.

⑮ ∫ EF利用者に取ってこの2年間を通じて憤慨に耐えない障害がある　　　　　のカナ漢字変換で

は, 1つの熟語をローマ字で入力するとカナ漢字変換辞書による照合の結果熟語が作業行に出力される.こ

ちらの希望の熟語に該当しないときは　　　　　キー　を繰り返し押すことにより目的の熟語を求めること

ができる.ところがである.順調にいっている時はよいのであるが,利用の途中で突然このカナ漢字変換辞

書の照合をやめて計算機が低能状態になってしまうのである.この状態に陥ると,熟語が一皮出たあと　P

F 1 6　を押すと平仮名の文字が出てそのあと何度　　　　　　を押してもどうにもならないのである.し

かもこのようなことは　　　　　　としてはこの方が正常な状態といって差し支えないほど頻繁に起こり.

センター開発部や,富士通SE　の人達に何度いっても一向に改まらない.カナ漢字変換辞書を参照しない

などというのは明らかに障害であろう.この障害は利用者に取っては極めて不都合な障害であるし,富士通

側に取って除去がそれほど困難な障害とも思えない.すみやかに直していただきたい.

⑬　　　　　　　のときは, 9ポイント文字　と　12ポイント文字　を混用できる　　　　　　　のと

きは12ポイント文字　は使用できない.この時でも　　　　　　　の1行おきのプリントの場合12

ポイント　も使用できるようになると便利である.空間的なゆとりはあるはずである.

⑰　日本語保存データセットではその先頭に　　　　文を入れて1ページ66行,あるいは1ペー

ジ8 8行　の指定を行うことができる.この指定はデータセット全体にわたって固定的な指定である.長い

論文中では途中で1ペ-ジ66行　を1ページ88行　に変更したいとか,その他の変更をやりたいこ

とがある.改ページ命令　　　　　のあとではこのような指定を自由に変えることができるようになれば

便利である.ページが完全に違うのであればこのような変更はそれほど難しいことではないと思う.

⑬　最近の論文には2段組の印刷が多い.その中に長い式が含まれるとその部分は1段組にせざるをえな

い.そのためには空自指定　　　　　を利用しその中で見出しテキスト　　　　　　　　　　　の中に適

当な文章を書き込む事ができるので,式を書き込んで利用している. (この場合も複数の式が何行にもわた

って,つぎのページにまたがるときは分割しなければならないがページ制御との関係がかなり複雑で苦労す

る.図版や,表は,本文との相対的な位置が多少ずれても構わないが,本文中の式の相対的位置は動かすこ

とができないからである.)ときにはこの見出しテキスト書き込みの位置に表を入れたいことがあるが,そ

れは認められていないようである.何とか可能にしてもらいたい.またこの見出しテキストを式書き込みに

利用する際,空白部分を埋めつくすことが許されず,上に空自部分が残るのが残念である.

⑬ 1 2ポイントのときピッチ詰めができないが,何とかならないものか.
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5.　備考

①　上記の文章処理と直接関係しないが.コマンドプロシジャとして　　　　をつくった.これはセン

タ開発の　DSLエST　に相当するものであるが,区分データセットに対しては,そのメンバ名も同時に出

力する.その並べ方にも工夫がされている.単に

と入れるだけでよい.オペランド無指定のときは　NLP　に出力される.オペランドを入れることにより.

出力クラス,複写部数,メンバー名一関の缶分の段数の変更を行うことができる.

②　富士通マニュアル　「　　　　　　　　文法書」　の要約をつくり,データセットとして保存して

ある.

JSLSTZ F77　C(a)

で出力することができる.

③　われわれは端末機を利用している途中の段階で,簡単な計算を行う必要が度々ある(表の中の　%

の計算とか,数値計算の結果のチェック).　そのため電卓を持ち込んでいる人をよく見かける.折角大型計

算機を利用しておりながら,電卓を併用しなければならないことにある種の滑稽さを感ずる.そこでまだ初

歩的な段階の開発であるが,途中段階での計算がある程度行えるようにした.現在のところ,まだ整数計算

しか行えない.従って　%　など小数点を含む計算を行おうとすれば　分子の数値のケタ数を上げて計算せ

ざるをえない　　　　　　あるいは　EDエT　モードで　　　　　を入れるとこの計算のモードとなる.

工Tモード　では駄目なようである.)演算としては　+′-′*′**′/′//を含む任意の算術

式(ただし定数の整数計算に限る)が可能である. ( )の利用は随意である.演算記号は

AN　の場合と同じである. //　は剰余の計算を意味する.

と入力したあと

8*5

と入力すれば　40　と出力される.同様にして次々と計算を続けることができる　　　　モード　から抜

け出すためには　　　　　　キー　を押すだけでよい.実数を含む演算,関数を含む演算がほしいのである

が.コマンドプロシジャ文のみで作るのは容易でない.

④　TSSコマンド入力　による　　　　　　ジョブ　の実行.

今まで　TSS　によるコマンドを中心として説明してきた　　　　　による計算の実行,図形の　N

L Pぬ力,日本語処理など各種の実行において　　　　　は　　　　　　処理　に比べて会話的に仕事を進
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めて行く事ができるし,時間的にも優先的な取り扱いであるから,その点非常に便利である.しかしそれで

ち,年度後半においては利用者が急激に多くなり　　　処理　でもかなり持たされるようになる.コマン

ド実行中端末機画面に2 0秒毎のサイン　***　が数l乱　場合によっては十数回続くことも珍しくない.

この間利用者はひたすらそのプログラムの路了を願いつつ.根気強く　　　　　キー　を押し続けなけれ

ばならない.もちろん次のコマンドの入力は無理である.

このような場合はむしろ　TSS処理を　　　　　処理　に切り替えた方が,次の仕事に取りかかる

ことができるので好都合である.しかしそれだからと云って急速　　　　　処理用　のジョブコントロI

ルカードを入力するのも容易でない.

そこで私達は,ユーザ側では　TSSコマンド　を入力し,それが　　　　　処理　として処理され

るコマンドを作成した.

READY

BATCH

? JOB-エ　　　　　　　　　　　　ーZ′0-9):

JOBNAME　=　F3333B

′B′C′E):

→　　　　　　　の起動

→　　　　　　キー

→　　　　　　キー

JOB CLASS　=　A

′0′K′

?　COMMENT : **3k TEST OF BATCH COMMAND. ***

エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　工

>　T工ME

>　DSL

>　Lエ　　　　　　　　　　　工

>　TエME

>

→　以下　TSSコマンド　入力

-→　　　　　　モード　終了

***　F3333B　(JOB3121) 3333 : (JOB ACCEPTED)　***　FIB CN(01)

」　　　受付済み

ST　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　入力

工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エNG

工　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　エNG

READY

×　　　　エ

READY

内容

→　　　　　　　　実行中

12.07.19 JOB　　3121 JEM1651　F3333B ENDED AT NI CN(01)

完了

九州大学大型計算概センター広報
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起動は

BATCH

であり,これで　　　　　モード　に切りかわる.すると　?で始まる4個の質問　　　　エ

′　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　が出される.標準的な場合は

キー　を押すだけでよい　　　　　　　には適当なコメントを1行入力することができる.これが終わる

と,いよいよ　TSSコマンド　を入力できる状態となる.促進記号として　>　が次々と出されるので

TSS　のコマンドを入れてゆけばよい. ATTR工B′　　　　　′　　　　′　　　　　　′　DSL′　L工

ST′　L工STC′　　　　　′　RUN′　　　　′　TエME　などを入れて行くことができる.終了時には

キー　を打つことにより　　　　　モード　に戻る.

入力できる　TSS　のコマンドには制限がある　　　　　　処理　になじまないようなコマンドは駄目

である.つまり計算機側と会話的な応答が要求されるようなコマンドは駄目である.従って　プログラム,

データ作成,変更を目的とする場合の　ED工T　はいけないし,　R〕N　でも端末機からのデータの入力

が要求されるような　JOB　は駄目である.この場合もあらかじめ入力データをデータセットに入れて置

き　　　　　コマンド　で割り当てて置けばよい.このコマンドは開発したばかりであるので　BUG　が

いくつもあることが予想与れる.漸次改善して行く予定である.

また誤ったコマンドを入力した場合アテンション入力によって始めからやり直すか,改めて正しいコマ

ンドを入力しなければならなくなるので,入力は間違いないように注意しなけれげならない.実行の例を

第4図　に掲げる.

ただ　　　　　処理　であるから, 1件につき　40円　の負担が純増することを覚悟して置かなければ

ならない.

参考文献

1計算機マニュアル　　　　　　　○　　　　　　　　　グラフ図形出力　　　　　解説書

-1,富士通(株) .

2　計算機マニュアル　　　　　　　　　　　文字コ-ド索引辞書　　　　　　　　富士通(秩).

3　計算機マニュアル　　　　　　　　　　　漢字コード系　　　　　　　　富士通(秩).

4　センター開発収集コマンド利用マニュアル. (端末機より　　　　　　　　　　　　　　と入力する

ことにより,その内容を　NLP　に出力することができる.現在約70ページ).

5　武富はか　日本語情報システムJEFの使用法,九大大型計算機センター広報

1980, 406-468.

6　藤村　日本語ファイル圧縮印刷プログラム,九大大型計算機センター広報

282-

-73-
九州大学大型計算機センター広報

Vol.16　No.1 1983



研　究　開　発

付録第1表 J〕　　　　覧

柑助パターンファイル　　　　　　　　　　各種約670
捕助マクロライブラリ　　L工　　　　　　　各種約600

L工　　　　　　　氏名中心約200
Lエ　　　　エSl　第1水準文字

L工　　　　　　　第2水準文字
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日本語ファイルJエSl　第1水準文字一覧
J工S2　第2水準文字一覧

キーボード
文法書要約

MAN〕　本論文
コマンド一覧
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付録第2表　　　　補助パタ-ンファイル　　　　　　の一部

く　　　　　　　　　　　　　　　年12月16日　　16時　9分13秒
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